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１．背景

【背景】 東日本大震災では、液状化による被害が多発。

１

【対策は・・・】

以前から、「砕石を用いる地盤改良工法」は、液状化対策に使われている。



２．課題・必要性・目的

１

【技術開発の目的】

「狭小地」でも施工できる

「砕石を使う液状化対策技術」を開発

小型化

【課題】 大型の地盤改良機が必要。 狭小地では施工できない。



３．技術開発の概要

エコジオ工法（小型地盤改良機）
２

すでに開発した

砕石による地盤改良技術「エコジオ工法」を利用

①ケーシングを使うため、孔壁の崩壊を確実に防止

②砕石を一定のトルク、層厚で締固めるため品質が安定

③ 「施工深度、砕石締固めトルク、砕石使用量」などを専用サーバーへ記録

④施工機械は、地盤改良機とバックホーの２台だけ

⑤振動、騒音が小さく、周辺環境へも配慮



３

３．技術開発の概要

４

施工深度の延長など

施工深度の延長

延長



４．先導性 ケーシングの側面より砕石を投入 （特許取
得）

ゴム扉を開ける

ケーシング側面の砕石投入口とゴム扉

７

先導性

①【業界初】小型地盤改良機（８ｔ級）で施工可能

②【業界初】施工が簡単（砕石を自動締固め）

③【住民配慮】 振動、騒音が非常に小さい

掘削時の孔壁崩壊を確実に防止



●住宅会社
（全国）
市場規模

約２０万棟/年

●公共事業
上下水道
建築物
維持工事

尾鍋組

液状化抑制効果の検証

エコジオ工法
施工会社

（全国）

５．市場への供給イメージ

サムシング

液状化抑制効果の検証

三重大学 大学院
酒井俊典 教授

液状化抑制効果の検証

８

地盤改良用
装置・ソフト

液状化対策
（地盤改良）

工事

液状化対策（地盤改良）工事


